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抄  録 表現アートセラピー（Expressive Arts Therapy）は，1970年代に欧米を中心に発展した芸術療
法の一つであり，すべてのアート表現（媒体）を用いる統合的な芸術療法である。パーソンセンタード表
現アートセラピー（Person Centered Expressive Arts Therapy, 以下 PCEAT）は，ナタリー・ロジャーズに
より 1980 年代に確立した。表現アートセラピーが行われる環境の心理的な安全と心理的自由が特に重要
であると考える。 PCEAT で用いられるエクササイズの対象は，自己実現を目標にする心理的に健康な者，
高齢者や子ども，精神科疾患を持つ者まで様々である。高齢者や精神科医療においては，自己を見つめて
内省するエクササイズは，侵襲性があるため向かない。逆に自己を見つめるエクササイズは，心理的に健
康な者に対して自己発見や創造性促進などの効果が高い。対象や目的により注意深くエクササイズが選ば
れる必要がある。本論文ではエクササイズの分類と具体例により PCEATのエクササイズを検討した。 
  キーワード：表現アートセラピー，PCA，エクササイズ，自己実現，精神科領域 
  
Abstract Expressive Arts Therapy was developed around 1970 in the U.S.A and Europe. It uses a broad range 
of artistic mediums. Person Centered Expressive Arts Therapy (PCEAT) was created by Natalie Rogers in 1980s. 
She believes psychological freedom and safety in the environment of PCEAT is essential. PCEAT is used for 
psychologically healthy individuals, children, senior citizens, and individuals with mental disabilities. In this paper, 
exercises used in PCEAT are examined. Exercises of Self-Inquiry are not suitable for senior citizens and 
individuals with mental disabilities because of their invasive aspects, but to the contrary, Exercises of Self-Inquiry 
facilitate self-discovery and creativity for psychologically healthy individuals. We examined exercises in PCEAT. 
  Keywords: Expressive Arts Therapy, PCA, exercises, self-actualization, psychiatry 
   
  
表現アートセラピー（Expressive Arts Therapy）
は，1970 年代に欧米を中心に発展した芸術療法で
あり，創設者とされるのは，ショーン・マクニフ，
パオロ・クニル，ナタリー・ロジャーズなどである。
特徴としては，すべてのアート表現（媒体）を用い
る統合的な芸術療法である。すべてのアート表現と
は，ビジュアルアート，ダンス・ムーブメント，声
や音楽，ドラマ，ライティング（詩や物語を書く）
など多様な芸術表現を用いる。媒体を一つに限定す
る芸術療法として，アートセラピー（ビジュアルア
ート），ダンス・ムーブメントセラピー（身体表現），
ミュージックセラピー（音楽），ドラマセラピー
（ドラマ），詩歌療法（詩や物語），箱庭療法（箱庭）
などがある。 
小野と濱中は，ナタリー・ロジャーズに師事し
パーソンセンタード表現アートセラピー（ロジャー
ズ派の表現アートセラピー）を実践研究している。
本論文では，パーソンセンタード表現アートセラピ
ーで用いられるエクササイズの検討を行った。 
ナタリー・ロジャーズはカール・ロジャーズの
娘である。カール・ロジャーズは，来談者中心療法
を確立した人物である。のちに彼はその方法を「来
談者中心」から「パーソンセンタード・アプローチ」
（以下 PCA）と呼び名を変更した。ナタリー・ロ
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ジャーズ（以下 N・ロジャーズ）は，パーソンセン
タード表現アートセラピー（ Person Centered 
Expressive Arts Therapy, 以下 PCEAT）を 1980年代
に確立した。彼女は表現アートセラピーが行われる
環境が大切であり，PCA の哲学が反映され，心理
的な安全と心理的自由が保たれることが特に重要で
あると考えた。PCA の哲学とは，人の実現傾向を
信じ，カウンセラーは来談者に特定の行動や考え方
をするような助言や指導といった指示的な態度は取
らず，来談者の自主性・主体性を尊重する。N・ロ
ジャーズによる PCEAT では，健康な自我を持ち自
己実現を目指す人のための自己探求的なエクササイ
ズが多く提供されている。N・ロジャーズは，表現
アートセラピーが心理的に安全で自由な環境で提供
される必要性を説いたが，同時に刺激され触発され
る体験の提供を強調した（N. Rogers, 1993）。それ
ゆえエクササイズの提供にこだわる。 
 芸術療法の効果としては，カタルシスや昇華，心
身の解放，自己肯定感の向上，洞察の深まりなどが
あげられる。他の心理療法と比べると非言語の内容
を扱える特性がある。言葉にならない内容を扱うこ
とができ，言葉での説明が苦手な人や，言葉で語れ
ない子どもや高齢者にも適用できる（Rubin, 1987）。
無意識の内容が作品の中で表現されることも多く，
理性や意識の部分を超えた自己発見や洞察がなされ
る利点がある。危険性としては，自分でも気づかな
いトラウマや過去の痛みが浮上する点がある。その
ような理由からどのようなエクササイズをどの対象
に対して用いるかに関して，慎重に考え選択する必
要がある。小野は，日本で PCEAT を様々な臨床場
面（精神科クリニック，高齢者施設，学校，一般の
人々，企業内等）で実施するにあたり，対象により
異なるエクササイズと構造が必要であることを実感
した。 
 そのような経緯から小野は，パーソンセンタード
表現アートセラピーのエクササイズを大きく２種類
に分けた。心理探求的エクササイズと創作表現中心
のエクササイズである（小野，2011）。心理探求的
エクササイズとは，自我が健康で自己実現や自己発
見を求める人たちに向いているエクササイズであり，
今の自分の気持ちやからだについて気づきを得るこ
とを意図したものや，悩みを扱い問題解決を目指す
もの，過去を振り返る，過去のトラウマを扱うよう
なエクササイズである。 
 それに対して創作表現中心のエクササイズは，精
神科疾患を持つ方，高齢者や子どもなど，心を内省
するというよりは，創作することでの喜びを感じる，
自己表現による自己肯定感の高まり，個性の発揮な
どを目的とする。（表Ⅰ参照）自我が弱まっている
方たちを対象に，自分の気持ちや心の中を見るよう
なエクササイズを行うと，思わぬ感情が浮上するこ
とがあり，心理不調を招くことがある。 
表Ⅰ 心理探究的エクササイズと創作表現中心エクサ
サイズの例（小野） 
心理探究的エクササイズ 創作表現中心エクササイズ 
テーマによるコラージュ 紙染めアート 
今日の自分を絵にする（色と
線で） 
 お雛様アート 
ボディイメージを描く 紫陽花アート 
ムーブメントで「これが私」
を表現する 
 雪だるまアート 
心の傷と癒し こけしアート 
今楽しんでいること、悩んで
いること 
 お正月リース 
粘土で自分を表す 仮面を作って遊ぶ 
 
アートセラピストのキャロライン・ケイス
（Case and Dalley, 1992）によれば，グループ絵画療
法の３形態として，（１）スタジオを基礎として開
かれた集団，（２）分析的集団療法，（３）主題中心
のグループの３種類の形態を上げている。オープン
スタジオ形式とは，テーマを限定せずに自由にその
日制作したいものを制作するものである。主題中心
とは，その日の主題，エクササイズが決定している
ものである。分析的集団療法とは，心理力動的な集
団療法である。 
山上・山根（2008）は，エクササイズを「非指
示的なアプローチ」と「指示的なアプローチ」に分
類している。彼女らのイギリスでの訓練は，精神分
析的なアートセラピーに基づいている。基本は非指
示的，つまりテーマを限定しない方法を用いる訓練
を受けたと述べている。指示的なアプローチは，テ
ーマを設定するものとなっている。緊張している子
どもたちや受動的な高齢者に用いられるとしている。 
瀬崎（2007）によれば，アートワークの分類と
して，「主題中心」と「非指示」があるとしている。
主題中心とは，アートセラピストが主題や課題を提
案することであり，非指示は活動内容をなるべく自
由にグループに任せるようにする方法と述べている。 
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上述したエクササイズの分類は，いずれもアー
トセラピー（ビジュアル媒体を用いる）におけるエ
クササイズに関してのものである。表現アートセラ
ピーを実践する，ショーン・マクニフは，その場に
集まる人々が何を必要としているかにより，どのよ
うなモダリティ（媒体），エクササイズを用いるか
を決めると述べている（McNiff, 1981）。また初めは
入りやすいモダリティを用いるが，時が経つととも
にそのクライエントが苦手なモダリティを用いるこ
とが新しい気づきを生むと述べている。 
PCEAT においては，エクササイズ（主題提示）
を用いることが多いが，非指示的に自由に制作を行
う場合もある。その場面では各人が，そこに用意さ
れた素材を使い，好きに作品を制作したり，詩や散
文を書いたり，ムーブメント等を行う。PCEAT に
おける，小野のエクササイズ分類は，指示的もしく
は主題中心と呼ばれる場面におけるエクササイズの
分類である。エクササイズを提供する場面を「指示
的」と呼ぶ者も多いが，PCEAT では，指示ではな
く「提案」と呼んでいる。エクササイズは触発され
る体験を提供するためのものであるが，参加者はそ
れを行わなくてもよいし，変更してもよいことが常
に伝えられる。 
小野がこのエクササイズ分類を行ったのは，エ
クササイズにおける侵襲性の検討が必要になったた
めである。対象者が心理的な不調を被らないように
する必要があり，そのため対象によってエクササイ
ズの種類を検討する必要があった。自我が弱まって
いる精神科疾患を有している方や高齢者，子どもな
どは心の中を振り返る，感情に触れるエクササイズ
を行う場合，病状の悪化や心理不調を招く危険性が
ある。また一般の健康な方であってもストレスを多
く抱えている方，様々なライフイベントにより心的
エネルギーが低下している方には，心の中を振り返
るエクササイズは，避けた方がよい場合も多い。
PCEAT においてエクササイズを提示することが多
いが，心理的に安全で自由な環境で行うため，前述
したように参加者が自分に合うようにエクササイズ
を変更する，もしくは行わない自由が認められおり，
PCEAT のファシリテーターは繰り返しその点を伝
える。また一応エクササイズは提示するが，自由制
作も可能となっている。様々な参加者がいる場合に
は，いくつか選択肢を提示する場合もある。対象に
合わせて，その場にいる人たちに合わせてきめ細や
かなエクササイズ選択，提示が必要となる。多様な
参加者がいる場合，その中で一番自我の脆弱性があ
る者に合わせてエクササイズを提示することが多い。
またエクササイズを行なった後のアフターケアにつ
いても配慮し，参加後何かの心理的不安や不調が浮
上した時には，ファシリテーターに連絡する旨を伝
えている。 
表現アートセラピーは，様々な表現（ビジュア
ルアート，ムーブメント，音楽，ライティング，ド
ラマ等）を用いる療法であるが，精神科領域や高齢
者施設では，ビジュアルアートを主に用いることが
多い。その理由は参加者にとって一番抵抗が少なく
入りやすいことや，施設からアートセラピーを提供
してほしいと要請されることも多いからである。し
かしビジュアルアート中心であっても PCEAT にお
ける遊びの要素は大切にしている。N・ロジャーズ
が提唱するクリエイティブ・コネクションの手法を
用い，作品に言葉を添え，ライティング等を行って
いる。クリエイティブ・コネクションとは，２つ以
上の媒体による表現を連続して行う手法である。例
えば絵を書いた後にライティングやムーブメントを
行う，ムーブメントの後に粘土制作や絵画制作を行
うというように，違う媒体での表現を続けて行う。
これにより作品に込められた意味をより深く理解す
ることができるなど，自己発見が促進される。また
自己発見を促進するのみでなく，その時点での一つ
の流れが完結しやすい。 
 心理探究的エクササイズは，基本的には健康な
自我を持つ人向けのものであるが，小野は精神科ク
リニックにおいて，心理探究的なエクササイズを行
った場合もある。そのクリニックでは，患者さんや
家族への心理教育，患者さんへのカウンセリングな
どが充実しており，虐待や嗜癖という問題を持った
方が患者さんに多かった。準備ができている人には
「自己の成育歴を振り返り，自己を見つめていくこ
とによる回復」がクリニック全体での一つの共通理
解になっていた。また統合失調症の患者さんも少な
かった。そのような基盤の上で，生育歴を振り返り，
自分の心の中を見つめて自己理解を深める一端とし
て PCEAT を行なった。枠としてはデイケアでのグ
ループ療法の中で，心理探究的エクササイズを用い
た。そのグループはメンバーが決まっているクロー
ズドのグループであり，医師の許可を得たものだけ
が参加可能となっていた。精神科であっても十分な
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配慮とサポートのもと心理探究的エクササイズによ
る表現アートセラピーを行うことで参加者の自己理
解が深まり，回復が促進された（小野, 2011）。 
心理探究的エクササイズは，アート表現をする
ことで心身の解放が促進され，自己理解，自己発見，
自己受容が深まり，さらに肯定的な自己の側面を発
見することで心理的成長を促進する。自我の強さが
あり，健康で，心にエネルギーがある者に対しては，
楽しみながら自己発見を行うことができ，自己受容
が促進され，自己信頼，自己肯定感の高まりがもた
らされる（小野, 2003）。PCEAT の日本でのトレー
ニング卒業者へのインタビュー調査では，卒業生の
心理的な成長が確認された（小野，2016）（Ono, 
2018）。他の PCEAT の研究では，Kharna（1989）
や Goslin-Jone（2010），Kurkinen（2011）などが 
PCEAT 参加者における創造性の高まりや生き方を
変えるような変化について報告している。 
濱中は，単科の精神科病院で臨床を行っており，
そこでの実践からより細かいエクササイズ検討を行
った。精神科の中でも慢性期病棟，急性期病棟，デ
イケア，ストレス病棟，などがあり，クライエント
やグループのニーズに合ったエクササイズが設定さ
れる。精神科領域，特に入院施設のある病院では，
さらに細心の注意を持ってエクササイズが選ばれ，
設定される。 
まず時期に応じてのエクササイズという切り口
から，初期，中期，後期に分けた。初期は，「安心
できる，幅のあるテーマ，お互いを知る，アセスメ
ント」，中期は，「テーマの深まり，変化，感情発散，
人間関係，イメージの活性化，創作的，チャレンジ」
である。後期は「振り返り，退院後への橋渡し」で
ある。これに沿ってエクササイズが選ばれる。 
濱中はエクササイズを２つに分けた。「主題中心
のエクササイズ」と「創作表現中心のエクササイズ」
である。両方ともに基本的には指示的なアプローチ
である。主題中心は，心理探究まではできないが，
少し自分の内面を見ることもできるエクササイズと
なっている。創作表現中心では，自由制作も含まれ
る。 
 また濱中は，慢性期・療養型（統合失調症などで
の長期入院），急性期（統合失調症，人格障害など
の短期入院），デイケア（統合失調症，気分障害な
どでの通院），ストレス病棟（心身症，気分障害な
どでの数ヶ月の入院）の違いにより，それぞれ目標
を立て，それに対応したエクササイズを提供してい
る。それぞれの目標としては，療養型・慢性期では，
「QOL の向上，病状の安定」，急性期では「精神の
安定化，社会復帰」，デイケアでは「社会復帰，日
常生活の自立」，ストレス病棟では「症状の安定，
早期社会復帰」である。（表Ⅱ）それぞれに細かい
注意点が考えられている。慢性期では，憩いの場の
要素も含まれる。急性期では症状，感情を刺激しす 
表Ⅱ  病棟による目標・留意点の違い（濱中） 
病棟 形態 治療目標 表現アートセラピーでの目標・留意点
療養型・慢性期 
統合失調症などで長
期入院 
セミ 
クローズド 
QOLの向上 
症状の安定 
それぞれの興味、認知、身体レベルが違うので作業療法士も入
る。個人への対応が大切。リハビリ、レクリエーション的な要
素もある。レベルの違いから出来上がりを気にされる方もいる
ので見栄えが良いものを工夫する。制作を楽しむ人もいるが、
憩いの場所にもなる。 
急性期 
統合失調症 
人格障害 
短期入院 
セミ 
クローズド 
精神の安定化
短期治療 
社会復帰 
職場復帰 
抱えている問題、症状を刺激しすぎないもの、コントロールで
きる範囲の安心できる素材や内容にすることで安全性を守る。
他の患者へ刺激の強い表現内容制限あり。グループ制作では注
意。メンバー同士の交流は制限。制作で集中することで不安な
思考から出てリラックスできる人、洞察、楽しむ人までいる。 
デイケア 
統合失調症 
気分障害などで通院 
オープン 
社会復帰 
日常生活への
自立 
洞察や自己実現など、主題を一緒に考えるなど、自主性を大切
にし、療法目的も伝える。チャレンジがあり、マンネリ化しな
い素材と内容。メンバー同士の交流の活性化が症状に影響する
ときは制限。社会復帰や症状の治療目的で来ている方、創作活
動やグループ交流を求めて参加される人が多い。 
ストレス病棟 
心身症、気分障害な
どで数ヶ月の入院 
セミ
クローズド 
 
オープン 
早期社会復帰
症状の安定 
この時期の治療目的の共有。症状の安定、社会復帰に向けて今
後についてイメージする。日常生活で必要な人間関係に慣れ
る。自分の感情に親しむ、楽しむ。 
メンバー間の交流は適度に制限。 
パーソンセンタード表現アートセラピーにおけるエクササイズ検討 
― 51 ― 
表Ⅲ 主題中心と創作表現中心のエクササイズ例（濱中） 
主題中心のエクササイズ 創作表現中心のエクササイズ
こんな月にしたいイメージ 葉っぱのスタンプ 
癒される風景 草花の写生 
これまでの私、これからの私 にじみ絵 
私が好きなもの、嫌いなもの モザイクで瓶アート 
春といえば 季節のオブジェ 
自分を応援する旗作り 俳句散歩 
宝箱 パズル 
 
ぎないもので，リラックスできるものとなっている。
デイケアでは，洞察や自己実現なども目標となる。
ストレス病棟では症状の安定化，社会復帰に向けて
のイメージなども目標となる。 
デイケアで行う主題中心のエクササイズは，「癒
される風景」，「これまでの私，これからの私」，「私
が好きなもの，嫌いなもの」，「春といえば」，「宝
箱」，などであり，創作表現中心では，「葉っぱのス
タンプ」「にじみ絵」，「季節のオブジェ」，などがあ
る。（表Ⅲ） 
濱中のエクササイズを見てみると，主題中心の
ものであっても，深く心に踏み込むようなものでは
なく，個人の思い出などがさりげなく出せるような
エクササイズとなっている。小野が心理探究的なエ
クササイズで示したような，「今楽しんでいること，
悩んでいること」などは，自分の心の内を直接見つ
めるものであり，自我の統合力，現在の心のエネル
ギーが必要となり，濱中の主題中心のエクササイズ
とはだいぶ異なる。これはその対象が全く異なって
いるからである。 
このように PCEAT のエクササイズを提供するに
あたっては，どのような場で行うか，その対象，目
標によってきめ細かに設定した上で，その場の状況
によって臨機応変に対応し，変化させることも必要
となる。 
 そしてエクササイズは，N・ロジャーズが主張す
るように，刺激され触発される体験として用いられ
るわけであるが，最も大切なのはそれが提供される
場が心理的に安全で自由であり，ファシリテーター
により守られていることである。各参加者に気を配
り，声をかけ，参加者が安心して自分の表現を行え
るように細心の注意を払うことが必要とされる。
PCEAT は，ロジャーズ派の芸術療法であるので作
品を分析解釈することはない。参加者が自分の体験
の中から主体的に気づくことを尊重する。 
それを踏まえた上で，どのようなエクササイズ
が，どのような場で有効であるのか，エクササイズ
における注意点などについて，さらなる検討・研究
が必要と考えている。 
 
写真１ 創作表現中心エクササイズ「雪だるまアート」 
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